
つくば市未来構想等審議会 辞令交付式 

及び第１回つくば市未来構想等審議会 会議次第 

 

日時 平成 30 年８月 30 日（木）   

   午後２時 00 分～午後４時 00 分 

場所 つくば市役所消防庁舎多目的ホール 

 

【辞令交付式】 

１ 開式 

２ 辞令交付 

３ 閉式 

 

【第１回つくば市未来構想等審議会】 

１ 開会 

２ 会長及び副会長選出 

３ 諮問 

４ 市長挨拶 

５ 議事 

（１）未来構想等の位置づけと改定 

（２）未来構想等策定の方法と工程 

（３）市民ワークショップの実施 

（４）職員ワーキングチームの活動状況 

（５）つくば市が今後力を入れるべき分野《意見交換》 

（６）その他 

６ 閉会 

 

配布資料 

 

 
  

座席表 

 会議次第 

基礎資料１ つくば市未来構想等審議会条例 

基礎資料２ つくば市未来構想等審議会名簿 

参考資料１ つくば市附属機関の会議及び懇談会等の公開に関する条例 

参考資料２ 会議の非公開に関する条件（抜粋） 

参考資料３ 持続可能都市ヴィジョン 

資料１－１ 旧総合計画と未来構想・戦略プランの位置づけ 
資料１－２ 未来構想・戦略プラン改定について 

資料１－３ つくば市未来構想・戦略プランの関係図 

資料２－１ 未来構想等策定の方法と工程 

資料２－２ 市民・高校生意識調査の実施概要 

資料３ つくば市未来構想等改定のための市民ワークショップの開催 

資料４ 職員ワーキングチームの活動状況 

資料５ 平成 30 年度つくば市未来構想等審議会等の開催スケジュール 
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基礎資料１ 

つくば市未来構想等審議会条例 

 

(設置) 

第１条 つくば市未来構想及びつくば市戦略プランの策定に関する基本事項を調査及び

審議をするため，つくば市未来構想等審議会(以下「審議会」という。)を置く。 

 (所掌事務) 

第２条 審議会は，市長の諮問に応じ，つくば市未来構想及びつくば市戦略プラン(つく

ば市未来構想を実現するために策定する計画であって，市政の中で特に重点的に取り

組む施策を掲げるものをいう。)について必要な調査及び審議を行い，意見を取りまと

めて市長に答申する。 

 (組織) 

第３条 審議会は，委員30人以内で組織する。 

２ 委員は，次に掲げる者のうちから市長が任命する。 

(1) 市議会議員 

(2) 地方行政機関及び公共的団体の役職員 

(3) 学識経験者 

(4) 市の副市長及び教育長 

(5) 市民 

 (任期) 

第４条 委員の任期は，２年とする。ただし，委員が欠けた場合における補欠の委員の任

期は，前任者の残任期間とする。 

２ 委員は，再任されることができる。 

３ 前条第１号，第２号及び第４号に規定する者で当該職又は地位により委員に任命さ

れたものが当該職又は地位を離れたときは，委員の職を失うものとする。 

 (会長及び副会長) 

第５条 審議会に会長及び副会長を置く。 
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２ 会長及び副会長は，委員の互選によって定める。 

３ 会長は，会務を総理し，審議会を代表する。 

４ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，その職

務を代理する。 

 (会議) 

第６条 審議会は，必要に応じ，会長が招集する。 

２ 会長は，会議の議長となる。 

３ 審議会は，委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

(専門部会) 

第７条 審議会に，専門的事項について調査及び審議をするため，専門部会を置くことが

できる。 

２ 前２条の規定は，専門部会について準用する。 

 (関係者の出席) 

第８条 委員以外の者で会長が審議上必要と認める者は，審議会に出席し，意見を述べる

ことができる。 

(幹事) 

第９条 審議会に幹事若干人を置く。 

２ 幹事は，市職員のうちから市長が任命する。 

３ 幹事は，審議会の議事が円滑に進行するよう会務を処理するとともに，付議事案の提

案及び調整を行うものとする。 

 (庶務) 

第 10条 審議会の庶務は，政策イノベーション部において処理する。 

 (委任) 

第 11条 この条例に定めるもののほか，審議会の運営に関し必要な事項は，規則で定め

る。 

附 則 （略） 
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※取り扱い注意（非公開資料）

◎会長候補 ○副会長候補

区分 氏名 所属

1 塩田　尚 つくば市議会　議長

2 神谷　大蔵 つくば市議会　副議長

3 永田 恭介 筑波研究学園都市交流協議会　会長

4 吉冨　耕治 茨城県政策企画部地域振興課　課長

5 髙谷　榮司 つくば市農業委員会　会長

6 東郷　治久 一般社団法人つくば観光コンベンション協会　副会長

7 桜井　姚 つくば市商工会　会長

8 小玉　喜三郎 一般財団法人つくば市国際交流協会　理事長

9 宇津野　茂樹 公益財団法人つくば文化振興財団　常務理事

10 山海　嘉之 CYBERDYNE株式会社　CEO

11 大澤　義明 国立大学法人筑波大学システム情報系社会工学域　教授

12 生田目 美紀 国立大学法人筑波技術大学産業技術学部産業情報学科　教授

13 大島　愼子 筑波学院大学　学長

14 森　博徳 つくば市工業団地企業連絡協議会　会長

15 後藤　真紀 つくば市福祉団体等連絡協議会　会長

16 廣瀬　久美子 つくば市中学校・高等学校長協議会　会長

17 中井　聖 特定非営利活動法人法人ままとーん　代表理事

18 伊藤　達也 つくば市シルバークラブ連合会　会長

19 坂本　義治 つくば市区会連合会　会長

20 中嶋　信美 つくば市ＰＴＡ連絡協議会　会長

21 北本　政行 市民公募

22 永井　悦子 市民公募

23 中嶋　修 市民公募

24 西　美佳 市民公募

25 林　亮 市民公募

26 山口　圭一 市民公募

27 横田　直己 市民公募

28 飯野　哲雄 つくば市副市長

29 毛塚　幹人 つくば市副市長

30 門脇　厚司 つくば市教育長

つくば市未来構想等審議会（平成30～31年度）　委員

市民

市の副市長及
び教育長

学識経験者

地方行政機関
及び公共的団
体

市議会議員

基礎資料２

- 5 -



- 6 -



参考資料１ 

○つくば市附属機関の会議及び懇談会等の公開に関する条例 

平成29年12月22日 

条例第35号 

（目的） 

第１条 この条例は、附属機関の会議及び懇談会等を公開すること等により、市政運

営における透明性の向上を図り、及び市民の市政運営に対する理解を深め、もって

開かれた市政の一層の推進に資することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ

ろによる。 

(1) 附属機関 地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項に規定する

附属機関をいう。 

(2) 懇談会等 市民、有識者等のうち執行機関が選任した者から意見、知見等を聴

取し、市政運営の参考とすることを主な目的として開催する懇談会、懇話会、検

討会、研究会その他市政運営上の会議をいう。 

(3) 執行機関 地方自治法第138条の４第１項の規定に基づき市に置かれる執行機

関のうち附属機関の属する執行機関又は懇談会等を開催する執行機関をいう。 

（会議公開の原則） 

第３条 附属機関の会議及び懇談会等は、これを公開する。 

（非公開とすることができる会議） 

第４条 前条の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当するときは、執行機関

又は附属機関若しくは懇談会等の長は、附属機関の会議又は懇談会等の全部又は一

部を非公開とすることができる。 

(1) 会議において、つくば市情報公開条例（平成27年つくば市条例第27号）第５条

に規定する不開示情報（以下「不開示情報」という。）が発言される見込みがあ

るとき。 

(2) 会議を公開することにより、公正又は円滑な会議の運営に著しい支障が生じ、

会議の目的が達成されないと認められるとき。 

（会議の非公開の決定方法） 
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第５条 前条の規定による附属機関の会議及び懇談会等の非公開の決定は、次の各号

に掲げる区分に応じ、当該各号に定める方法により行うものとする。 

(1) 前条第１号に該当するおそれがあるとき 次のいずれかの方法 

ア 執行機関が規則で定める事項を勘案し、決定する方法 

イ 附属機関又は懇談会等の長が当該附属機関の会議又は当該懇談会等に諮り、

規則で定める事項を勘案し、決定する方法 

(2) 前条第２号に該当するおそれがあるとき 附属機関又は懇談会等の長が当該附

属機関の会議又は当該懇談会等に諮り決定する方法 

（会議開催の事前公表） 

第６条 執行機関は、規則で定めるところにより、附属機関の会議及び懇談会等の名

称、開催日時その他の規則で定める事項を当該会議を開催する日の７日前までに公

表しなければならない。ただし、緊急に附属機関の会議又は懇談会等が開催される

ときは、この限りでない。 

（会議の傍聴等） 

第７条 附属機関の会議及び懇談会等を傍聴することができる者の数は、その都度、

執行機関が定める。 

２ 附属機関の会議又は懇談会等を妨害し、又は人に迷惑を及ぼすと認められる者そ

の他の規則で定める者は、当該会議を傍聴することができない。 

３ 附属機関の会議又は懇談会等を傍聴する者（以下「傍聴人」という。）は、規則

で定める事項を遵守し、及び会場の秩序維持に関して附属機関又は懇談会等の長の

指示に従わなければならない。 

４ 附属機関及び懇談会等の長は、傍聴人が前項の指示に従わないときは、当該傍聴

人に対し、退場を命ずることができる。 

（会議資料の閲覧） 

第８条 執行機関は、附属機関の会議及び懇談会等が公開されるときは、当該会議の

資料（不開示情報が記載されているものを除く。以下同じ。）を傍聴人の閲覧に供

しなければならない。 

（会議録の作成） 

第９条 執行機関は、規則で定めるところにより、附属機関の会議及び懇談会等につ
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いて、公開又は非公開にかかわらず、当該会議終了後遅滞なく会議録を作成しなけ

ればならない。 

（会議録の写し等の公表） 

第１０条 執行機関は、規則で定めるところにより、公開の附属機関の会議及び懇談

会等にあっては前条の規定により作成した会議録及び当該会議の資料を、非公開の

附属機関の会議及び懇談会等にあってはその概要を記録したものを公表しなけれ

ばならない。 

（公開状況の公表） 

第１１条 市長は、規則で定めるところにより、附属機関の会議及び懇談会等の公開

状況について、公表しなければならない。 

（他の条例に特別の定めがある場合の取扱い） 

第１２条 附属機関の会議の公開等について、他の条例に特別の定めがあるときは、

その定めるところによる。 

（委任） 

第１３条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成30年２月１日から施行し、同日以後に第６条の規定により公表

する附属機関の会議及び懇談会等から適用する。 
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参考資料３ 

持続可能都市ヴィジョン 

  

 名峰筑波山をはじめとする恵み豊かな自然、最先端の科学技術、世界に開か

れた多様性などのつくばの資産は、過去からの先人たちの努力により守られ、

創られてきました。現在を生きる我々は、敬意と感謝をもって、 この資産を

未来の世代に継承し発展させていくことが求められます。そして我々は、地域

や地球社会が直面する少子高齢化、貧困と格差、気候変動などの課題も克服し

ていく必要があります。 

 これらは、我々と未来の世代そして世界に共通する使命であり、この使命を

果たすために、以下の通り「持続可能都市」を目指していきます。 

 

 「誰一人取り残さない」包摂の精神のもと、年齢、性別、地域、国籍な

どによらず、人間一人ひとりの安全が守られ、地域の隅々まで福祉がい

きわたり、つくばに集うすべての人が自分らしく生き、幸せが溢れるま

ち。 

 

 公正・公平、人権、平和などの普遍的な価値を尊重し、他者、社会、自

然環境との関係性を認識し、持続可能な地域と世界を構築するために自

ら働きかけ変革を起こす人材が育つまち。 

 

 科学技術の進歩が市民の日々の生活に恩恵を与えるよう、その限界を認

識しながらも可能性を追求する対話を通して先駆的に活かし、人類共通

の課題の解決に貢献するまち。 

 

 市政の透明性と説明責任を重視し、市民、行政、議会、地域団体、大

学・研究機関、企業などが一体となって持続可能な取り組みを進め、世

界に新たな未来像を提示するまち。 

 

平成 30 年２月 19 日  

つくば市 
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旧総合計画と
未来構想・戦略プラン
の位置づけ

平成30年８月30日

第１回つくば市未来構想等審議会 資料１－１

（１）地方自治法第2条第4項
市町村は、その事務を処理するに当たっては、議会の議決を経てそ
の地域における総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構
想を定め、これに即して行うようにしなければならない。

総合計画とは総合計画とは

（２）基本構想に関する規定を削除（地方自治法改正（平成23年5月2日））
なお、総務大臣通知により、「引き続き現行の基本構想について議会
の議決を経て策定することは可能」とされた。

1
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これまでの総合計画これまでの総合計画

基本構想 →策定及び議決義務基本構想 →策定及び議決義務

基本計画基本計画

実施計画実施計画

※地方自治法により
基本構想策定の義務

※地方自治法により
基本構想策定の義務

2

10年

５年

３年ローリング

総合計画策定の根拠総合計画策定の根拠

市町村の条例により策定

①策定条例

②自治基本条例

③議会の議決条例

策定条例の制定

（つくば市未来構想
策定条例）

3
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①自治体の政策の全体像を明確化

②総合計画と予算編成の連動 ～実現可能性の確保～

③やわらかい計画 （＝柔軟な総合計画の運用）

④財政計画との整合

⑤市長マニフェストの実現

総合計画に期待される機能総合計画に期待される機能

4

新しい総合計画としての現未来構想・戦略プラン新しい総合計画としての現未来構想・戦略プラン

基本構想基本構想

基本計画基本計画

実施計画実施計画

未来構想未来構想

戦略プラン戦略プラン

総花的な構想・計画ではなく、
義務的な施策を個別計画等へ委ね、
つくば市の政策的な施策をまとめ、
重厚さより実用性を重視

スリム化

5
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未来構想の活用 ～実現のため事業化～未来構想の活用 ～実現のため事業化～

連携

6

■つくば市未来構想と戦略プラン

戦略プランと個別計画との関係戦略プランと個別計画との関係

連携

7

つくば市の個別計画は・・・

つくば市国民保護計画
つくば市地域防災計画
つくば市公文書等管理指針
つくば市職員人材育成基本方針
つくば市における女性職員の活躍の推進に関する
特定事業主行動計画
つくば市特定事業主行動計画
第３次つくば市行政改革大綱
つくば市市民参加推進に関する指針
つくば市人口ビジョン
つくば市戦略プラン
つくば市まち・ひと・しごと創生総合戦略

第２期つくば市教育プラン
つくば市学校等適正配置計画（指針）
つくば市立学校給食センター整備基本計画
つくば市食物アレルギーマニュアル
つくば市いじめ対策防止基本方針
史跡小田城跡保存管理計画
史跡小田城跡復元整備基本計画

81の個別計画等が存在
（Ｈ30.4時点）

～～
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目指す方向を、

Ａ ゆるやかに示す
↓
Ｃ ピンポイントで示す

目指す方向を、

Ａ ゆるやかに示す
↓
Ｃ ピンポイントで示す

これまでの未来構想・戦略プランによる目指す方向の明示これまでの未来構想・戦略プランによる目指す方向の明示

Ａ

Ｂ

Ｃ

未来構想・
戦略プラン

8

これからの未来構想・戦略プランによる目指す方向の明示これからの未来構想・戦略プランによる目指す方向の明示

9

過去

現在

2030年

つくば市（行政）の現状と課題

つくば市の歴史や成り立ち

バックキャスティングによる
戦略の提示

1.こどもの未来（Child）
・こどもの貧困を半減させる
・保育所・児童クラブの待機児童を０にする
・社会力を身につけ、生きる力を伸ばす

…等

2.包摂的な社会（Inclusive）
・こどもを産みたい人が安心して産める社会を実
現する
・健康寿命を延伸し、生涯現役を実現する
・地域間格差を解消し、どの地域に住んでいて
も平等なサービスを受けられるようにする

…等

未
来
像
の
イ
メ
ー
ジ

「タイムマシーンヴィジョン」※
により、2030年のつくば市をイメージ

※孫正義氏の「タイムマシーン経営」と言われる、まる
で未来を見てきたかのように、のちに大きく成長する
事業や企業を見抜いて投資することに習ったもの。
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2030年の未来の方向性の明示2030年の未来の方向性の明示

10

つくば市勢・特性の調査・分析
社会情勢の調査・分析
類似都市との比較・分析、等

人口動向分析
将来人口の推計と分析
人口変化による影響の分析・考察
関係人口の分析・考察
財政推計

市民・高校生意識調査（アンケート）
市民ワークショップ

社会情勢の調査・分析
2030年の日本や世界等の状況分析
類似都市との比較・分析

未来構想・戦略プランの活用 ～日々の業務で～未来構想・戦略プランの活用 ～日々の業務で～

市民が住み続け
たいと思えるよう
にするには？

この人を、地
域で支えるた
めには？

この人（地域）この人（地域）
が安全・安心
を実感できる
ためには？

暮らしやすい

ぐためには？

暮らしやすい
まち（環境）を
次世代につな
ぐためには？

地域産業（農、地域産業（農、
商工業）を発
展させるため
には？

11

新規事業の立案や判断に迷ったときに、「未来構想・戦略プランを見
れば進むべき方向が分かる」といった羅針盤的な役割が求められる。
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資料１－２ 

1 
 

平成 30 年８月 30日 

第１回つくば市未来構想等審議会 

 
未来構想・戦略プラン改定について 

 
１ 現未来構想・戦略プラン策定の経緯 
 「つくば市未来構想」は「第３次つくば市総合計画（平成 17～26 年度）」の後継で

あり、旧総合計画の基本構想に当たる構想として平成 27年度に策定された。まちづく

り百年の計の思想に基づき、研究学園都市のこれまでの 50 年の歩みを踏まえ、今後の

50 年のまちづくりの指針として計画期間を 21 世紀半ば（2050 年）とし、未来の都市

像の実現に向けて４つの『まちづくりの理念』を策定し、それに基づく各種施策とし

て「つくば市戦略プラン」を策定している。 

 
２ 改定の考え方 

（１）背景・目的 

・現在の未来構想は 21 世紀半ばを目指した普遍的な内容となっているが、具体性

が見えにくい側面がある。つくば市ではＳＤＧｓを活用した市政運営を進めてい

ることから、平成 30 年２月に公表した持続可能都市ヴィジョンを取り入れた計

画とする。 

・社会情勢や技術革新が目まぐるしく変化する時代において、望ましい未来像の創

造のため、つくば市の生産年齢人口のピークと推計され、またＳＤＧｓの目標達

成年とされている 2030 年をマイルストーンとして新たに設定し、未来像の実現

に向けてバックキャスティングの手法を取り入れた戦略を作成する。 
・前回未来構想を踏襲しつつ、新たな未来像を策定するとともに、５年前からの情

勢変化を踏まえた土地利用構想の修正を行う。 
 
（２）位置づけ ※別紙参照 

・新規事業の立案や判断に迷ったときに、「未来構想・戦略プランを見れば進むべき

方向が分かる」といった羅針盤的な役割を持つ。 
・新たな未来像および土地利用構想を策定し、その実現を目指した各種施策を分野

横断的に取組むため、基本方針・個別施策を定めた戦略プランを策定。 
・具体的な事業については、各担当部署が作成する個別計画にて実施。 

 
（３）構成・期間 

・未来像は 2030 年ごろのつくば市が目指すまちの姿とする。 

・土地利用構想の計画期間は、前回未来構想を踏襲し、2050 年とする。 

・戦略プランは 2020 から 2024 年（５年間）までの計画とする。 
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2 
 

（４）その他 

・市政の全てを網羅する様な総花的にならないものとする。 
・実効性の高いものとし、市政運営の教科書となるものを目指す。 
・わかりやすい内容で分量も少なく、できるだけシンプルな表現とする。 
・つくば市未来構想、まち・ひと・しごと創生総合戦略と整合を取り、地方創生の

コンセプトを取り入れる 
 
３ 改定の進め方のポイント 
（１）若手職員等のワーキングチーム結成により議論の活性化 
  これまでには係長級のＷＴ、課長級の専門部会、部長級の策定委員会を組織し、

ボトムアップによる策定体制としていたが、議論が活性化しにくい環境にあった。

そこで、2030 年に係長・管理職層としてつくば市を担う職員を中心にワーキングチ

ームを結成し、部長級の策定委員会へ報告する体制とする。 

（２）連続した市民ワークショップにより未来像の提案 
  タウンミーティングにより地区ごとの意見等を取り入れつつ、市民が連続して参

加する市民ＷＳの開催により、要望を言いっ放しで終わるのではなく、市民がとも

に未来像を考えられる仕組みとする。 

（３）プロポーザルによる委託事業者選定により民間アイデアを活用 
  民間の知見や経験を活用するため、プロポーザルにより策定支援委託事業者を選

定し、民間のアイデアを積極的に活用する。 
 
４ 改定の主なスケジュール 

・平成 30年５月 庁内策定組織の立ち上げ 

・平成 30年８月 第１回未来構想審議会開催・諮問 

・平成 30年９月～11月 市民ワークショップ開催、市民・高校生アンケート実施 

・平成 31年３月 未来構想改定案の策定 

・平成 31年度 戦略プランの改定 
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まちづくりの理念
○人を育み、みんなで支えあうまち
○快適で安全・安心を実感できるまち
○環境にやさしく、次世代へつなぐまち
○つくばの資源をいかし、世界へ貢献するまち

都市計画区域
マスタープラン
（茨城県）

土地利用構想
豊かな自然と都市機能
が調和したハブアンドス
ポーク型都市構造の創出

未来の都市像
住んでみたい 住み続
けたいまち つくば
～人と自然と科学が育む ス
マート・ガーデンシティ～

つくば市未来構想・戦略プラン

2030年未来像

分野別 方針・政策

戦略プラン（まちひとしごと創生総合戦略を統合）

20302030

まち・
ひと・
しごと創生
人口

ビジョン

分野別 施策

分野別 事業計画

事務事業

個

別

計

画

将来人口
と統合

将来
人口

総合
戦略

資料１－３

統合

統
合

つくば市国民保護計画
つくば市地域防災計画
つくば市公文書等管理指針
つくば市職員人材育成基本方針
つくば市における女性職員の活躍の推進に関する
特定事業主行動計画

（中略）
つくば市食物アレルギーマニュアル
つくば市いじめ対策防止基本方針
史跡小田城跡保存管理計画
史跡小田城跡復元整備基本計画

81（Ｈ30.4時点）の個別計画等を
今後整理・分類
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10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20

（１）策定の全体調整

（2）市勢・社会情勢等の基礎的調査

 １）つくば市勢・特性の調査・分析

 ２）社会情勢の調査・分析

 ３）2030 年の日本や世界等の状況分析

 ４）類似都市との比較・分析

 ５）現未来構想・戦略プランの達成状況等の調査・分析

 ６）事務事業の調査・整理

 ７）関連計画等の整理・分析

（3）将来フレームの推計

 １）人口動向分析

 ２）将来人口の推計と分析

 ３）人口変化による影響の分析・考察

 ４）関係人口の分析・考察

 ５）財政推計

（4）市民・高校生意識調査（アンケート）

 １）市民

 ①調査の企画、調査票の設計

 ②調査票及び返信用封筒等の印刷、調査票等の発送

 ③調査票等の回収

 ④入力・集計

 ⑤分析（意見の集約・結果分析）

 ⑥次期未来構想等への意見反映

 ２）高校生

 ①調査の企画、調査票の設計

 ②調査票及び返信用封筒等の印刷、調査票等の発送

 ③調査票等の回収

 ④入力・集計

 ⑤分析（意見の集約・結果分析）

 ⑥次期未来構想等への意見反映

（5）市民意向の把握、市民参画の促進

 １）未来像の抽出のための市民ワークショップの企画・実施

 ２）未来像の実現のための市民ワークショップの企画・実施

 ３）市民参画を促進するためのシンポジウム等の企画・実施

 ４）関連資料作成、会議録の作成

（6）（仮称）つくば市未来構想の策定

 １）（仮称）つくば市未来構想の骨子の作成

 ２）本市の主要課題の整理とまちづくりの方向性の検討

 ３）未来像の取りまとめ及び、数値目標の設定

 ４）土地利用構想の策定

○計画書とりまとめ

（7）（仮称）つくば市戦略プランの策定

 １）（仮称）つくば市戦略プランの骨子の作成

 ２）施策体系、施策の展開方針等の作成

 ３）指標（ＫＰＩ）の設定

 ４）他の個別計画の体系的整理及び整合等の確保

○計画書とりまとめ

平成31年度

４～３月

平成31-32年

1月 2月 3月

つくば市未来構想等策定の方法と工程

平成30年（2018年）

平成30年度

実施項目
6月 7月 8月 9月 12月10月 11月

次期市政運営の根幹・施策体系の構築

SDGsと本市特性の紐づけ、進むべき方向性検討

人口地域格差分析・市域の空間分析

地域の生の声の収集・分析、地元回帰分析

資料２－１

重点プロ

ジェクト・

施策連携・

部門横断プ

ロジェクト

の形成

市民ワーク

ショップの

実施
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資料２－２ 

1 
 

平成 30 年８月 30 日 

第１回つくば市未来構想等審議会 

 
市民・高校生意識調査の実施概要 

 
市民の市政や将来像に関する意向等を把握するため、市民（無作為抽出）及び市内

の高校に在学する２年次生徒に対しアンケートを実施して、市に対する現状評価や施

策要望等を把握し、今後の施策検討の基礎資料とする。 
 

１ 市民アンケートの実施ポイント 
○施策の重要度・満足度の分析 
○成長戦略・改善戦略の明確化 
 

２ 高校生アンケートの実施ポイント 
○全体傾向の過年度比較（若年層意識の変化の把握） 
○移住定住ポテンシャルの考察 

 
表 市民・高校生意識調査に関する各種調査の全体概要（案） 

項 目 市民アンケート 高校生アンケート 

目的 

未来構想の作成にあたり、市に対する

現状評価や施策要望等を把握する。 

また、未来構想及び戦略プランにお

ける施策展開の検討材料とする。 

高校生アンケートの目的は、市民

アンケートの目的に加え、移住・定

住に関するポテンシャルや検討材

料とする。 

対象 
市民・18歳以上人口（無作為抽出）８

地区均等配布 

高校在学の２年時制（市内９校を

想定） 

方法 
郵送配布・郵送回収、希望者はWeb回

答も可とする 

直接配布・直接回収（各校に依頼） 

対象 

旧町村にTX沿線および研究学園を加

えた８地区 

筑波 

大穂 

豊里 

桜 

谷田部 

茎崎 

市内に所在する高校９校 

県立竹園高等学校 

県立筑波高等学校 

県立つくば工科高等学校 

県立茎崎高等学校 

県立並木中等教育学校 

県立つくば特別支援学校 

茗溪学園中学校高等学校 
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2 
 

項 目 市民アンケート 高校生アンケート 

ＴＸ沿線開発地区 

研究学園地区 

つくば秀英高等学校 

つくば松実高等学校 

配布数 2,000 1,350 

想定回

収率 
40% 100% 

期間 平成30年10月 平成30年10月 

回答者

属性 
性別、年齢、居住地区、就業状況、居

住年数、家族構成 

性別、学年、居住地（市内外の

別）、居住年数、将来の勤務地の

希望、希望職種 

設問案 

 つくば市の好きなところ・残念なところと

その理由 

 定住意向とその理由 

 市の施策や事業等の満足度・重要度 

 より良い地域づくりのために協力できる

こと 

 生活で不安に感じること（市の取組みの

弱みや市民ニーズの把握） 

 将来のまちづくりの方向性 

 自由回答 

 通学・通勤方法の想定 

 つくば市で就職したい理由／したく

ない理由 

 農業、科学への関心度 

 就職先を選ぶ際に最も重視すること 

 将来の居住地の希望 

 つくば市に住みたい理由／住みたく

ない理由 

 居住地を選ぶ際に最も重視すること 

 自由意見 

分析の

ポイン

ト 

 施策の重要度・満足度の分析 

 成長戦略・改善戦略の明確化 

 全体傾向の過年度比較 

 移住定住ポテンシャルの考察 
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【参考】平成 29 年度 つくば市民意識調査 概要 
 
 ■調査の目的 
   本調査は、つくば市の現状やまちづくりの取組に対する評価や満足度、市民が重要と感じている施策、 

社会情勢から重点的な取組が必要な課題について、市民の意向などを把握することを目的として実施した。 
本調査の結果は、今後の市政運営と施策実施の基礎資料として活用する。 

 ■調査期間   平成29年8月8日～平成29年8月21日 
 ■調査対象   住民基本台帳に記載された18歳以上の男女3,000人を層化無作為抽出法により抽出 
 ■調査方法   郵送配布・回収（※希望者は web 回答も可） 
 ■回収状況   発送数：3,000通（2,400通）回収数：1,347通（1,233通）回収率：44.9％（51.4％） 

※（ ）内は平成27年度の状況 
 

２ 回答者の属性 
 ■性別                       ■年齢構成                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■世帯構成                      ■居住地区 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 住環境について 
 ■定住意向（問３）                 ■住み心地（問４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

83.1%

4.8% 10.9%

1.2%

住み続けたい

（どちらかといえばを含む）

住み続けたくない

（どちらかといえばを含む）

どちらともいえない

無回答

45.4%53.2%

1.4% 1.3%

8.2%
14.8%

22.0%

18.3%

9.8%

11.1%
6.8%

6.3%

1.3%

9.4%

24.0%

49.3%

11.1%

4.8% 1.5%
ひとり暮らし

夫婦のみ

親子

三世代同居

その他

無回答

81.6%

10.9%

7.1% 0.4%

住みやすい

（どちらかといえばを含む）

住みにくい

（どちらかといえばを含む）

どちらともいえない

無回答

●住みやすい理由は、１位が「豊かな自然」、２位が「日常生

活が便利」となっており、過年度調査と比べると、「居住環

境が良い」が増加している。一方で、経年比較では「豊かな

自然」は減少の傾向となっている。 
●一方、住みにくい理由は、「交通の便が悪い」や「日常生活

が不便」となっている。 

前回調査より0.4％増加 

前回調査より0.1％増加 

男性

女性

無回答

57.2%
59.3%
60.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%
本調査（H29) 前回（H27) 前々回（H25)

豊かな自然 

8.7% 6.8%

7.0%

14.8%

10.2%10.0%

28.7%

13.8%

10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60 64

60～64歳
65～69歳
70～74歳
75歳以上
無回答

筑波地区

大穂地区

豊里地区

谷田部地区

桜地区

茎崎地区

研究学園地区

ＴＸ沿線地区
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４－１ つくば市の現状やまちづくりへの取組について 

■まちづくりの取組に関する満足度（問 9） 
   

・満足割合が高い順に、上位 20 項目まで表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・不満割合が高い順に、上位 20 項目まで表示 

 
 
 

 
 
 
  

77.0%

70.4%

69.6%

62.6%

60.8%

55.2%

49.3%

47.7%

47.5%

46.3%

45.3%

45.1%

44.7%

43.9%

43.3%

43.1%

41.1%

39.0%

38.5%

37.3%

14.2%

20.3%

18.0%

19.4%

20.9%

16.4%

40.9%

9.7%

9.1%

13.1%

28.1%

28.6%

17.7%

21.7%

16.6%

19.4%

43.6%

14.4%

14.1%

18.9%

8.8%

9.3%

12.4%

18.0%

18.3%

28.4%

9.8%

42.7%

43.4%

40.6%

26.6%

26.4%

37.6%

34.4%

40.1%

37.5%

15.3%

46.5%

47.4%

43.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

6)  病院・診療所などの医療機関
7)  生活環境（騒音・悪臭・ごみなど）対策

11) 住宅環境
29) 上水道整備
30) 下水道整備

36) 市の広報・ホームページ
28) 道路整備

39) 科学技術の振興
20) 国際化の推進

40) ロボットの街つくばの取組
8)  防犯対策

22) 地域交流センター，図書館等の文化施設の充実
2)  子育て環境

9)  防災対策
5)  健康づくりの支援

17) 文化・芸術の振興
23) つくば駅周辺のにぎわい

12) 小中一貫教育の充実
41) 情報通信技術（ICT)を活用した行政サービス

16) スポーツ・レクリエーション

54.9%

43.6%

41.8%

40.9%

34.1%

28.6%

28.1%

27.2%

26.0%

25.8%

22.5%

21.7%

21.5%

21.3%

20.9%

20.3%

20.3%

19.4%

19.4%

18.9%

33.0%

41.1%

37.2%

49.3%

28.1%

45.1%

45.3%

27.1%

27.9%

24.2%

25.2%

43.9%

30.2%

37.0%

60.8%

70.4%

24.8%

43.1%

62.6%

25.2%

12.1%

15.3%

21.0%

9.8%

37.8%

26.4%

26.6%

45.7%

46.1%

50.0%

52.3%

34.4%

48.3%

41.7%

18.3%

9.3%

54.9%

37.5%

18.0%

55.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

27) 公共交通
23) つくば駅周辺のにぎわい

10) 交通安全環境（通学路の安全など）
28) 道路整備

33) 観光の振興
22) 地域交流センター，図書館等の文化施設の充実

8)  防犯対策
14) 教育環境の整備

34) シティ・プロモーション
32) 商工業の振興

37) 行政改革
9)  防災対策

25) 環境意識の啓発
26) 自然環境や資源の保全・活用

30) 下水道整備
7)  生活環境（騒音・悪臭・ごみなど）対策

1)  高齢者の福祉
17) 文化・芸術の振興

29) 上水道整備
15) 児童生徒の支援体制整備

※「満足・どちらかといえば満足」と「不満・どちらかといえば不満」の位置を入れ替えて表示 

●満足の割合が高い項目として「病院・診療所などの医療機関」、「生活環境（騒音・悪臭・ごみなど）対策」、「住宅環境」が

あげられている。一方、不満の割合が高い項目としては、「公共交通」、「つくば駅周辺のにぎわい」、「交通安全環境（通学

路の安全など）」となっている。また、過年度調査と比べると「つくば駅周辺のにぎわい」の満足度が60.3％から41.1％へ

減少している。 
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5 
 

 
４－２ 市政について 

■市政に市民が参加できる環境が整っていると思うか（問 11）     ■市民の声が生かされているか（問 12） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 少子高齢化への取組について 

■子育て環境について（問15、16）    ＜充実/不足していると思うもの＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■高齢者の生活環境について（問 17、18）  ＜充実/不足していると思うもの＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 普段の生活について 
 ■生活の中での優先度（問 22） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

●子育て環境で充実してい

るものについては、「保育

施設」が最も多く、

31.1％、不足しているも

のについては「産婦人科・

小児科医」が最も多く

45.4％となっている。 

12.6% 27.3% 3.8% 31.0% 4.0% 9.5% 7.1%
3.6%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●生活の中での優先

度については、

「「仕事」と「家庭

生活」をともに優

先している」が最

も多く、31.0％と

なっている。 

33.0%

24.3%

16.3%

12.8%

25.2%

22.3%

14.2%

51.2%

22.1%

18.6%

8.9%

33.3%

27.4%

35.3%

49.8%

46.2%

31.3%

33.0%

42.0%

17.9%

35.7%

37.9%

11.0%

30.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

健康づくりや介護予防事業

高齢者の生きがいづくり支援

送迎・買い物など日常生活支援

地域で高齢者を支える仕組み

自宅外で受けられる介護サービス

自宅で受けられる介護サービス

在宅で介護する家族への支援

医療機関

緊急時や災害時の対策

情報提供

その他

無回答

充実 不足

●高齢者の生活環境で充実

しているものについて

は、「医療機関」が最も多

く、51.2％、不足している

ものについては「送迎・買

い物など日常生活支援」

が最も多く 49.8％となっ

ている。 

3.2%

23.0%

36.5%
8.5%

27.0%

1.7% 2.4%

20.9%

38.4%
10.7%

26.1%

1.6%●市政への市民参加環境が

整っているかについて

は、「あまりそう思わな

い」が最も多くなってい

る。 

●市政に市民の声が生かさ

れているかについては、

「あまりそう思わない」

が最も多くなっている。 

12.6% 27.3% 3.8%

20% 40%

「仕事」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」のすべてを優先している

無回答

31.0% 4.0% 9.5%

60% 80%

「家庭生活」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

わからない

系列10

28.7%

31.1%

15.4%

26.7%

30.4%

23.0%

26.4%

16.9%

8.8%

38.2%

32.9%

33.2%

43.7%

31.2%

30.7%

45.4%

27.7%

39.9%

12.0%

29.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子育て世帯への経済的支援

保育施設

一時預かり・夜間・休日・病児の保育

子育て支援施設

放課後児童クラブ

産婦人科・小児科医

子育てに関する相談体制

地域で子育てを支える仕組み

その他

無回答

充実 不足

56.3%

17.4%

24.2%

2.1%

56.2%

15.9%

23.0%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

安心できる

（どちらかといえばを含む）

安心できない

（どちらかといえばを含む）

わからない

無回答

本調査（H29） 前回（H27）

28.7%

36.2%

30.4%

4.7%

31.2%

32.6%

31.4%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0%

安心できる

（どちらかといえばを含む）

安心できない

（どちらかといえばを含む）

わからない

無回答

本調査（H29） 前回（H27）

どちらかといえばそう思う

そう思う

あまりそう思わない

分からない

そう思わない

無回答

どちらかといえばそう思う

そう思う

あまりそう思わない

分からない

そう思わない

無回答
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７ 交通環境について 
 ■望ましい交通環境（問25） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ つくば駅周辺地区の活性化 
 ■活性化のために必要な取組（問 30） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
９ その他 

■「科学のまち」に恩恵を感じることがあるか（問 32）  ■心配事（問 35） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※調査結果中、上位5項目を抜粋 

 
■幸福度（問 33） 

 
 
 

 
 

0.4% 0.6% 0.9%
2.9% 3.1%

14.9%

9.8%

23.1%

19.9%

9.8%
8.5%

6.1%

0.6% 0.5% 0.7%
3.2% 4.1%

16.9%

10.5%

21.0% 20.4%

9.8%
8.8%

3.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

本調査（H29） 前回調査（H27）

本調査（H29） 前回（H27） 前々回（H25）

14.8%

22.0%

26.9%

23.5%

10.4%

2.4%

ある

どちらかといえばある

あまりない

ない

わからない

無回答

●「商業施設の誘致」が最も多くなってい

る。 
●過年度調査と比べると、「商業施設の誘

致」の割合が大きく増加し、「特に必要な

い（今のままで十分）」が減少している。 

●「老後のことが最も多くなっている。過年度調査と比べ

ると、「健康のこと」が増加している。 

●「あまりない」が最も多く 26.9％、次いで

「ない」が23.5％となっている。 

56.1%

16.9%

11.6%

13.5%

1.9%

公共交通が便利で，自動車がなくても生活できるまち

自動車がスムーズに走行できるまち

自転車を安心・便利に利用できるまち

安心・便利に歩くことができるまち

無回答

●つくば市の望ましい交通環境については、

「公共交通が便利で、自動車がなくても生

活できるまち」が最も多く（56.1％）、次

いで「自動車がスムーズに走行できるま

ち」が16.9％となっている。 

48.6%

39.6%

36.1%

21.5%

20.9%

49.3%

36.9%

37.7%

22.5%

21.9%

55.7%

39.1%

32.6%

29.1%

21.5%

老後のこと 654

健康のこと 533

お金のこと 486

交通手段が不便なこと 289

仕事や職場のこと 282

●「７点」が最も多くなっている。過年度調査と比べると、

「８点」が減少している。 

28.7%

10.7%

10.1%

9.3%

8.9%

7.7%

7.6%

5.3%

8.7%

12.3%

5.4%

4.3%

8.6%

5.0%

4.3%

13.8%

商業施設の誘致

駐車場の拡充

オープンカフェや朝市の設置

商業施設や公共施設を周遊するバスの運行

公共交通でのアクセスの向上

ペデストリアンデッキ（歩行者・自転車専用道

路）を活用した歩きやすい空間づくり

子どもが遊べる広場の設置

特に必要ない(今のままで十分)

本調査（H29） 前回（H27）

※調査結果中、上位8項目を抜粋 
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資料３ 

1 
 

平成 30 年８月 30 日 

第１回つくば市未来構想等審議会 
 

つくば市未来構想等改定のための市民ワークショップの開催 

 
１ ワークショップ全体概要 
（１）開催目的 

つくば市未来構想の策定にあたり「住民が考えるつくば市の未来像」についてワ

ークショップ方式で検討することを目的とする。未来像の抽出は、段階を踏んで行

うこととし、平成 30 年度に３回実施する。 

 
第 1 回（９月 30 日（日）10-12 時）：つくば市のいいところ、残念なところ 

（つくば市の特性・課題について情報提供の後、KJ法により意見収集・整理） 
  以下の観点から、市の内部要因について意見出し 

・つくば市の市勢・特性についての意見出し 
・つくば市の課題についての意見出し 

 
 
第２回（10月28日（日）10-12時）：つくば市の未来（2030年）に実現して欲しいこと 

（将来社会状況を情報提供の後、市の成長戦略、進むべき方向性を SWOT 分析） 
  市を取り巻く将来外部要因をふまえて成長戦略を分析 

・将来の社会予測について情報共有 
・取り組むべき内容等について意見出し 

   
 

第３回（12月２日（日）10-12時）：未来（2030 年）に向けて今必要なこと、未来像 

（これまでの議論から未来像を複数提案し住民目線での市の将来像を合意） 
   未来像を提示し、住民ができる取り組みについて意見交換 
   ・未来像実現に向けて必要な取り組みについて 
   ・住民が具体的に取り組めることについて 
   ・今後のスケジュール 
 

（２）実施方法 
各グループ６～７名、５グループ程度を想定する。こども連れの方でも参加可能

とする（こどもの預かり方法は調整中）。 
各ワークショップ及び説明会のねらい、内容、進め方を掲載した進行計画を作成

し、実施後に A４サイズ２ページ相当のニュースレターを作成する。（ニュースレタ

ーは原則として次回会議の冒頭でふりかえりに用いる。その他、公共施設等に配置、

市 HP で公表する等については別途相談） 
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２ ワークショップの各回のねらいと使用資料 
（１）各回のワークショップのねらい 

ワークショップは、段階的な合意および情報共有を目的として実施することと

し、以下表にねらいと運営ポイントを整理する。 
表１ ワークショップ及び説明会における運営のポイント 

回数 ねらい 開催のポイント 

・広報つくば

９月号 

・つくば市Ｈ

Ｐ 

・プレスリリ

ース（新

聞） 

（参加者募集） 

公募により募集する（市報） 

 参加者は全３回に出席することを理想

とする。 

 参加者の知人・友人の追加参加は拒ま

ないが、参加立場（テーブル参画かオブ

ザーバー参加とするか）については別

途検討。 

 応募者多数の場合、より多く参加でき

る方を優先。 

 逆に、人数が想定（30～40名）を大幅に下

回る場合、大学生および関係団体、無作為

抽出の市民登録委員等に声がけを行う。 

・市報には３回分の概ねの
スケジュールを掲載し参
加者募集 

 
≪タイトル≫ 
つくば市の未来、一緒に考
えませんか 
～つくば市未来構想等の改
定のための市民ワークショ
ップ～ 

第１回 

９月 30 日

（日）  

10-12 時 

（市の内部要因：強み・弱み） 

つくば市のいいところ、残念なところ、今

後注力すべき取り組みについて意見交換

をする。 

ＫＪ法により幅広く意見収集 

・つくば市の市勢・特性に
ついての意見出し 

・つくば市の課題について
の意見出し 

・市勢・特性、市の課題を踏
まえ、今後、注力するべき
内容とその理由（思い）を
出し合う 

第２回 

10 月 28 日

（日）10-12

時 

（外的要因をふまえた未来像の検討） 

社会予測（2030 年）をふまえ、つくば市の

未来に実現して欲しいことを意見交換し、

未来像の方向性を合意する。 

SWOT分析により求められる戦略を見える化 

・将来の社会予測について
情報共有 

・市として取り組むべき内
容等について意見出し 

・特に注力するべき内容を
方向性として合意 

第３回 

12 月２日

（日）10-12

時 

（未来像と市民ができる取り組みの共有） 

SWOT 分析により見える化した戦略につい

て、市民ができることを議論し、未来（2030

年）に向けて今必要なこと・今後必要とな

ることについて共有する。 

ＫＪ法により幅広く意見収集 

・第２回で意見交換した内
容に基づき（仮）未来像を
提示 

・未来像実現に向け必要な
取り組みや住民が具体的
に取り組めることについ
て意見交換 

・今後のスケジュールにつ
いて説明 
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（２）ワークショップ使用資料 
ワークショップの実施にあたり、運営計画書、配布資料、振り返りシート（各回

で配布）、ニュースレター（各回で作成）を想定する。以下表の資料を用意すること

を想定する。 
表２ 主に使用するワークショップ資料 

資料名 作成のねらい 作成内容 

運営計画書 
各回の運営内容を

共有するために作

成 

開催概要 

当日のタイムスケジュール 

会場レイアウト 

役割分担等を記載 

配布資料 

幅広く未来像を議

論するための資料

の作成・原則 PPT で

作成 

第１回 

・つくば市の特性と市の課題 

・将来のつくば市 

第２回 

・2030 年の社会将来予測 

・現在の施策大綱 

・SWOT 分析のフレーム 

第３回 

・SWOT 分析結果 

・住民アンケート調査結果 

・住民が求める機能とその対応策 

振り返りシート 
（各回で配布） 

運営内容を改善す

るためのツールと

して作成・Ａ４サイ

ズ・横 

・ワークショップ内容（良かった点、改善
点など）を参加者に評価してもらうとと
もに、言い足りなかったことを把握する
ためのシート 

ニュースレター 
（各回で作成） 

ワークショップ結

果・Ａ４サイズ・両

面 

実施概要、主な意見、実施風景、振り返り

シート内容、次回の予定 
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ニュースレター（イメージ） 

 

  

振り返りシート記載コメント 

当日話し合いでの主な意見 

議題毎の実施概要 
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職員ワーキングチームの
活動状況と未来像の抽出
について

平成30年８月30日

第１回つくば市未来構想等審議会 資料４

1

未来像の抽出と職員ワーキングチームの活動について
日付 職員ＷＴ 内容（予定）

６月１日(金) ①13:00～15:00＠庁議室 発足式・勉強会①
・基礎情報インプット

６月13日(水) ②9:00～11:00＠会議室201

勉強会②
・自己紹介
・基礎情報インプット
・つくばの魅力（ＧＤ）

６月22日(金) ③9:00～11:00＠職員研修室
勉強会③
・「つくば市の歴史」文化財課
・2000～2005年頃のつくばや生活（ＧＤ）

６月26日(火) ④15:00～17:00＠会議室201

勉強会④
・立地適正化計画の策定状況
・中心市街地まちづくりヴィジョンの策定状況
・周辺市街地振興の取組と現状
・学園地区と周辺地区の環境を両立していくための課題（ＧＤ）

７月４日(水) ⑤15:00～17:00＠会議室201
勉強会⑤
・東京から見たつくば市
・学園地区と周辺地区のそれぞれの魅力と課題（ＧＤ）

７月13日(金) ⑥9:00～11:00＠会議室201
勉強会⑥
・全体の進捗確認
・未来構想個別施策の課題抽出（準備）

７月19日(木) ⑦15:00～17:00＠全員協議会室１ 勉強会⑦
・未来構想個別施策の課題抽出（担当課を交えてＧＤ）

７月27日(金) ⑧15:00～17:00＠防災会議室２、会議室302 勉強会⑧
・未来構想個別施策の課題抽出（担当課を交えてＧＤ）

８月８日(水) ⑨9:00～11:00＠会議室201 勉強会⑨
・未来構想個別施策の課題抽出（担当課を交えてＧＤ）

８月24日(金) ⑩9:00～11:00＠会議室202、302 勉強会⑩
・未来構想個別施策の課題抽出（担当課を交えてＧＤ）

８月31日(金) ⑪9:00～11:00＠会議室203、防災会議室２ 勉強会⑪
・未来構想個別施策の課題抽出（担当課を交えてＧＤ）

９月６日(木) ⑫9:00～11:00＠防災会議室２、会議室302 勉強会⑫
・未来構想個別施策の課題抽出（担当課を交えてＧＤ）

９月19日(水) ⑬9:00～11:00＠防災会議室３ 未来像の検討①
９月28日(金) ⑭15:00～17:00＠全員協議室１ 未来像の検討②
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職員ワーキングチームにおける未来像の抽出の進め方

2

•関連データの取集・分析
•アウトプット（2030年未来像）のイメージ共有
•主要施策の現状把握

ＳＴＥＰ１

（６月～９月）

• 20年、30年先を見据えた課題を抽出
•（社会情勢、市民ワークショップ、ＳＤＧｓ等）

ＳＴＥＰ２

（７月～10月）

• 20年、30年先を見据えた主要論点と対応方針
ＳＴＥＰ３

（10月～11月）

• 2030年の未来像の抽出
ＳＴＥＰ４

（12月～１月）

•未来構想素案の策定
ＳＴＥＰ５

（２月～３月）

3

未来像の抽出と職員ワーキングチームの活動について

つくば市の歴史について

各グループでディスカッション

講義後は…
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4

15年前と比較した
社会の変化

移住者に薦めるとしたら
中心市街地？

or
周辺市街地？

5

未来像の抽出と職員ワーキングチームの活動について

日時 回数 班分け 個別施策 担当課

７月19日（木）
15:00～17:00
全員協議会室１

勉強会⑦

１班 文化財保護の推進 文化財課

２班 市民協働の推進
市民活動課
道路管理課
公園・施設課

３班 生活困窮者福祉の推進
社会福祉課
こども未来室

４班 男女共同参画社会の推進 男女共同参画室
５班 国際化の推進 国際交流室

個別施策に関する各担当課との意見交換 開催例

個別施策の30施策
について５班
全６回に分けて
担当課と意見
交換会を実施
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6

・バックキャスティングとは、もともと環境保護の分野で使われ始めた言葉で、現状の社会や環境あ
りきでものごとを考えると、どうしても望ましい環境に行きつかない事がある。その時に、はじめにあ
るべき環境・ありたい環境を挙げ、そこに行きつくためのギャップや方策を考える、というアプローチ
である。

・一見、単に視点を変えただけに見えるが、実はこの視点の差が意外と大きな違いを生み出してい
る。いわば、地図の上で現在地を起点に目的地も分からずに出発する場合と、目的地を定めてか
ら現在地までのルートを策定する場合の差と言える。

日本科学技術連盟HP
2018.7.30閲覧
https://www.juse.or.jp/depart
mental/point06/05.html

バックキャスティングのアプローチ

フォアキャスティングとの違い

・例えば、現在もっているリソースから考
えて適度なチャレンジを設定するのは
フォアキャスティング。どうしても必要な
目標を設定し（多くは到底達成不可能と
思えるレベル）、やり方を後からなんとか
して考える、というのがバックキャスティ
ングにあたる。

・具体的な例でいうと、顧客データの処
理件数を毎期５％向上させようと計画し
た場合、担当部門はこの数字をさまざま
な「改善」で達成しようとする。

イマココラボHP 2018.7.30閲覧
https://imacocollabo.or.jp/blog/backcasting/

・一方、１年後に処理件数を50倍に増やす、という設定をした場合、もはや現在のやり方の改善
では到底達成は無理というようなレベルになり、従来の改善というオプションを捨てて、根本的に
異なる発想をしなければならない。

・別の言葉で言えば、フォアキャスティングは現状を考えた改善的なアプローチ、バックキャス
ティングは創造的破壊を生みだすアプローチとも言える。- 40 -



バックキャスティングと理想像・未来像

8

フ ォアキャスティング バックキャスティング

目的 ・現状から推測されるトレンドの特
定

・困難な社会的課題の解決、高
い理想像の実現

根拠となる考え方 ・ありそうな将来 ・理想像、望ましい姿

方法論 ・いかにしてトレンドに対処するか
・トレンドの演繹（現状AだからBに
なる→Bが続くとCになる）

・将来イメージの決定
・イメージに至るための道筋
と条件の分析

手法 ・シナリオ分析 ・現状・将来条件・外部条件から
推論及びシナリオ分析

現在行っている個別施策の意見交換会では、バックキャスティング
に必要な施策の理想像、中長期的な課題の抽出を行っている。

No. 施策・事業の課題 関連する事務事業名 施策・事業の
背景・目的

(どういう背景で、何を目的に
実施しているのか。Target。)

理想の状態
（目的が達成された状態。

Goal。永遠に届かないかもし
れないが目指さないといけな

い姿）

2030年の姿
（理想の状態に到達するため

の2030年のあるべき姿。また
は2030年にも継続していくも

のかどうか。）

（個別施策評価調書を元に予

め施策・事業の課題を記入）

（予め事業名を記入） （予め施策・事業の目的を記

入、背景は当日確認）

（当日検討、複数の事業でま

とめてもよい）

（当日検討、複数の事業でま

とめてもよい）

①
②
③

《参考》未来予測の技法
～我々が考える未来像がどこまで実現可能なのか～

9

未来を予測するときにまず行うことは、そもそもの原理を考える。

原理を考えるためには、対象となるシステムがどのような「必要性」を
満たすために生まれたのかを、その経緯・背景を踏まえて見ていく。

現在の景色だけを見て議論しても、それはただの「点」に過ぎず、長
期的な変化を「線」として捉えるためには、経緯・背景を踏まえて考え
る必要がある。

見えない線・未来像を見つけるため、人間社会の繰り返しのパターン
やテクノロジーの進歩のパターンから未来社会の全体的なトレンドや
メカニズムを探る。

「市民が望むニーズ」と「技術で実現できること」の接合点を突き詰め
ていけば未来像が出てくるが、点ではなく線で捉えれば、道は違えど
目的地が出る。

ただし、ここま
でやるのは難
しいので、今後
要調整

参考：未来予測の技法
佐藤航陽 Discover21
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未来のために必要な施策

10

まちづくりの理念       基本施策         個別施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康・福祉サービスを強化する 

教育日本一を目指し教育内容を

充実する 

スポーツと文化・芸術を振興する 

共生のまちづくりを推進する 

高齢者支援体制の整備 

子育て環境の整備 

障害者の地域生活支援 

生活困窮者福祉の推進 

健康づくりの推進 

小中一貫教育の充実 

つくばスタイル科の充実 

教育環境の整備 

教育現場の支援体制整備 
Ⅰ 人を育み，みんなで

支えあうまち 

スポーツの振興 

文化芸術の振興 

文化財保護の推進 

市民協働の推進 

男女共同参画社会の推進 

国際化の推進 

Ⅲ 環境にやさしく，

次世代へつなぐまち 

低炭素化に貢献する 

自然環境を保全・活用する 

低炭素化の推進 

環境意識の啓発 

資源の保全・活用 

Ⅱ 快適で安全・安心

を実感できるまち 
交通環境を整備する 

防災力・防犯力を強化する 

魅力ある居住・交流環境を創出

する 

災害に強いまちづくりの推進 

犯罪に強いまちづくりの推進 

交通移動体系の整備 

住環境の整備 

つくば駅周辺地区の活性化 

自立した行政運営を推進する 

Ⅳ つくばの資源をい

かし，世界へ貢献す

るまち 

産業競争力を高める 

科学技術をまちづくりにいかす 

つくばの魅力を発信する 

商工業の育成 

農業の振興 

科学技術の振興 

ロボットの街つくばの推進 

観光の振興 

シティ・プロモーションの推進 

行政改革の推進 

しかし、施策は今あるものに限定されており、本
来大事ではあるけれども現状では重要視されて
いないもの、今後重要になってくるものについて、
漏れがないように抽出しないといけない。

今後、SWOT分析等をもとに、つくば市の内部要
因（強み、弱み）・外部要因（機会、脅威）を明ら
かにすることで、現在の施策にとらわれない未
来像を描く。

施策や事業として具体化
されてはいないが、現在
または将来的に重要とな
る状況や課題はないか？
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職員ワーキングチーム 庁内策定委員会 審議会

10月４日（木） ⑮9：00～11：00＠全員協議会室

10月９日（火） ③13：30～15：00＠庁議室

10月10日（水） ⑯9：00～11：00＠防災会議室

10月17日（水） ⑰9：00～11：00＠会議室202

10月23日（火） ②14：00～16：00＠多目的ホール

10月26日（金） ⑱15：00～17：00＠会議室202

11月２日（金） ⑲9：00～11：00＠会議室203

11月９日（金） ⑳9：00～11：00＠職員研修室

11月19日（月） ④13：30～15：00＠庁議室

11月21日（水） ㉓15：00～17：00＠防災会議室

11月30日（金） ㉔9：00～11：00＠会議室201

12月３日（月） ③14：00～16：00＠多目的ホール

12月７日（金） ㉕9：00～11：00＠職員研修室

12月19日（水） ㉗9：00～11：00＠会議室201

１月10日（木） ㉘9：00～11：00＠職員研修室

１月16日（水） ⑤13:30～15：00＠庁議室

１月18日（金） ㉙9：00～11：00＠全員協議会室

１月25日（金） ㉚9：00～11：00＠全員協議会室

１月30日（水） ④14：00～16：00＠多目的ホール

１月31日（木） ㉛9：00～11：00＠全員協議会室

２月７日（木） ㉜

２月21日（木） ㉝15：00～17：00＠防災会議室

２月22日（金） ⑥10：00～11：30＠防災会議室

２月28日（木） ㉞9：00～11：00＠会議室203

３月１日（金） ⑤14：00～16：00＠多目的ホール

３月15日（金） ㉟9：00～11：00＠防災会議室

３月22日（金） ㊱15：00～17：00＠防災会議室

３月27日（水） ㊲9：00～11：00＠会議室203

平成30年度未来構想等改定に係る会議スケジュール（案）（Ｈ30.９～） 資料５
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